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幕 場 場面 内容 見どころ

1
オレストと

ピラードによる
状況紹介

オレストが、ピリュスの宮廷にきた目的は、次の二つである。
①ピリュスがトロイヤ戦争で虜にした王女アンドロマックの息子を、ギリシャ側に引き渡すこと。
②エルミオーヌへの片思いに苦しみ、彼女をギリシャへ連れ帰ろうとする。
ピラードは、次の現状説明をする。
①ピリュスは、婚約者のエルミオーヌがいるにもかかわらず、アンドロマックに求婚している。
②エルミオーヌが、婚約者ピリュスの気持ちが離れていることを知り、苛立っていること。

ｵﾚｽ
ﾄ

ﾋﾟﾗｰ
ﾄﾞ

2
オレストは、ピリュスに、アンドロマックの息子を引き渡すようにという、ギリシャ側の要求を告げる。
オレストは、ピリュスから拒否されるが、本来の目的であるエルミオーヌに会いに行く。

9
ﾋﾟﾘｭ
ｽ

ｵﾚｽ
ﾄ

3
ピリュスは、アンドロマックに愛を告白するが、亡き夫への貞節を誓い、受けてくれない。
ピリュスは、アンドロマックの息子をギリシャに引き渡す、と脅迫する。

12
ｱﾝﾄﾞﾛ
ﾏｯｸ

ﾋﾟﾘｭ
ｽ

ﾌｪﾆｯ
ｸｽ

ピリュスのアンドロマッ
クへの愛の告白

1
エルミオーヌは、オレストに以前から冷たくしているので、オレストに会うのをためらっている。
逆に、ピリュに冷たくされているエルミオーヌは、嫉妬から、
ピリュスのアンドロマックに対する愛の邪魔をすることを誓う。

7 .
ｴﾙﾐ
ｵｰﾇ

ｸﾚｵｰ
ﾇ

エルミオーヌの嫉妬

2
オレストは、母が姉妹でもあるエルミオーヌに求婚する。
エルミオーヌは、ピリュスがアンドロマックと結婚するならば、と結婚をほのめかす。

10
ｴﾙﾐ
ｵｰﾇ

ｵﾚｽ
ﾄ

オレストのエルミオーヌ
への愛の告白

3
ピリュス

の愛の策略
ピリュスは、オレストに、いきなりエルミオーヌとの結婚を告げる。アンドロマックの嫉妬心をあおるのが目的であ
り、相変わらずピリュスは、アンドロマックのことが頭から離れない。

ﾋﾟﾘｭ
ｽ

ﾌｪﾆｯ
ｸｽ

ｵﾚｽ
ﾄ

1
オレストは、エルミオーヌの結婚を聞かされ、エルミオーヌの誘拐を計画するくらい取り乱している。
エルミオーヌは、ピリュとの結婚の喜びを、クレオーヌに話する。

12
ｴﾙﾐ
ｵｰﾇ

ｸﾚｵｰ
ﾇ

ｵﾚｽ
ﾄ

ﾋﾟﾗｰ
ﾄﾞ

2
アンドロマックは、エルミオーヌに息子の助命を嘆願する。
エルミオーヌは、自分から嘆願すれば良いと、皮肉を込めて言う。

3
ｱﾝﾄﾞﾛ
ﾏｯｸ

ｴﾙﾐ
ｵｰﾇ

女同士の会話

3
ピリュスが

アンドロマック
に求婚

アンドロマックは、ピリュスに、息子の助命を嘆願する。
ピリュスは、アンドロマックに、自分と結婚するならば助けると言い、
自分の想いのすべてを告白し、息子の死か結婚か選択を迫る。
アンドロマックは、結婚を拒否しつつも、解決策を夫の墓に問いかけに行く。

ｱﾝﾄﾞﾛ
ﾏｯｸ

ｾﾌｨｰ
ｽﾞ

ﾋﾟﾘｭ
ｽ

ﾌｪﾆｯ
ｸｽ

ピリュスのアンドロマッ
クへの求婚

1
アンドロマック

の決断

アンドロマックは、亡き夫ヘクトールの墓に祈り、ピリュスと結婚し、息子を助けよとの声を聞く。
こうして、アンドロマックは息子の命を救うために、ピリュスとの結婚を決心する。
しかし、式が終わると同時に自殺することも心に決めていた。

ｱﾝﾄﾞﾛ
ﾏｯｸ

ｾﾌｨｰ
ｽﾞ

アンドロマックは、
ピリュスとの結婚を
決心する

2
エルミオーヌは、結婚を破棄されたことへの怒りから、
オレストにピリュス殺害を託し、それをオレストとの結婚条件にする。

10
ｴﾙﾐ
ｵｰﾇ

ｸﾚｵｰ
ﾇ

ｵﾚｽ
ﾄ

ピリュス殺害を
オレストに依頼

3
エルミオーヌは、素直にエルミオーヌとの婚約破棄を告げに来たピリュスに、始めは皮肉を言いつつも怒りを抑え
るが、アンドロマックとの結婚式を一日延長する願いを無視されたので、怒りが爆発する。
ピリュスは、フェニックスから、エルミオーヌから復讐されると警告されるが、無視し出て行く。

10
ﾋﾟﾘｭ
ｽ

ﾌｪﾆｯ
ｸｽ

ｴﾙﾐ
ｵｰﾇ

1
エルミオーヌは、ピリュスを憎んでいるのか愛しているのか混乱し、途方に暮れている。
また、過去の思い出に浸ったり、死を望んだり、ピリュスに対する愛から逃れようとしている。

3
ｴﾙﾐ
ｵｰﾇ

2
エルミオーヌは、クレオーヌから、ピリュスとアンドロマックの結婚式の様子を報告される。
殺害に行ったはずのオレストは、恋に従うか、人の道を外すか迷っているという。

4
ｴﾙﾐ
ｵｰﾇ

ｸﾚｵｰ
ﾇ

3
オレストは、エルミオーヌにピリュス殺害を告げるが、彼女はオレストを激しく罵る。
喜んでくれると思ったオレストは、絶望する。

8
ｴﾙﾐ
ｵｰﾇ

ｵﾚｽ
ﾄ

エルミオーヌは、
オレストを罵る

4 エピローグ
①アンドロマックは、ピリュスの仇を取るために女王として君臨していると言う。
②エルミオーヌは、ピリュスの遺骸を見て後を追った。
③オレストは、エルミオーヌ自殺の話を聞いて、半狂乱になり、幕が閉じる。

ｵﾚｽ
ﾄ

ﾋﾟﾗｰ
ﾄﾞ

(注)紙の音がするので、開幕中は、このＡ４紙をしまってください。

ジャン・ラシーヌ作　「アンドロマック」

分 主な登場人物

第一幕30
分

9

ピリュス
の愛の告白

21

第ニ幕25
分

オレストを
あしらう

エルミオーヌ
17

8

第三幕31
分

エルミオーヌ
の結婚の喜び

15

16

第四幕28
分

8

ピリュス殺害を
オレストに
依頼する

エルミオーヌ

20

第五幕21
分

エルミオーヌ
の愛の苦しみ

15

6


